
構造改革特別区域計画書 新旧対照表 

新 旧 

構造改革特別区域計画 

 

 

１ 構造改革特別区域計画の作成主体の名称 

 

～ 略 ～ 

 

４ 構造改革特別区域の特性 

高野町は、和歌山県の北東部に位置し、東部は奈良県に接し、北部に和歌

山県橋本市、九度山町、西部及び南部にはかつらぎ町と接している。人口は、

令和６年３月末現在は２，６４１人である。 

 

～ 略 ～ 

 

高野山のまちは、海抜８５０ｍの高地に位置し、東西約４ｋｍ、南北約３

ｋｍの盆地状の土地に寺院や民家等が立ち並び、年間約１４０万人の観光客

等が来町している。 

高野町の人口のうち、大字高野山に町全体の人口の約８割が住んでいる。 

高野山以外の周辺集落は、斜面沿いの狭小な平地に点在しており、人口は

数人から数十人といった小さな集落がいくつかあり、農業または林業が主な

産業となっている。 

人口分布については、１次産業が３．５％、２次産業が１１．５％、３次

構造改革特別区域計画 

 

 

１ 構造改革特別区域計画の作成主体の名称 

 

～ 略 ～ 

 

４ 構造改革特別区域の特性 

高野町は、和歌山県の北東部に位置し、東部は奈良県に接し、北部に和歌

山県橋本市、九度山町、西部及び南部はかつらぎ町と接している。人口は、

平成１９年３月末現在で４１８４人である。 

 

～ 略 ～ 

 

高野山のまちは、海抜８５０ｍの高地に位置し、東西約４ｋｍ、南北約３

ｋｍの盆地状の土地に寺院や民家等が立ち並び、年間登山者は、約１３０万

人の観光客や信者が来町している。 

高野町の人口のうち、大字高野山に町全体の人口の約７割が住んでいる。 

高野山以外の周辺集落は、斜面沿いの峡さな平地に点在しており、人口は

数人から数十人といった小さな集落がいくつかあり、農業または林業が主な

産業となっている。 

人口分布については、１次産業が６．７％、２次産業が１７．２％、３次



産業が８５．０％であり、３次産業が主産業となるまちという特性がある。 

 

～ 略 ～ 

 

また、過疎化、少子高齢化は一向に改善せず、高齢化率は４５．４％（令

和６年３月末現在）と超高齢化となっている。また、年間出生数も、近年で

は 年間に１０～２０人程度の   推移を示しており、就学前児童の占め

る割合は、町全体の人口の１．８５％となって深刻な少子化は       

町の主要課題となっている。そのため、平成１９年４月に、保育料を第２子

半額免除、第３子以降無料とする本町独自の「保育料軽減制度」を創設以降、

段階的に保育料の保護者負担の軽減を図り、平成２９年４月以降は保育料並

びに義務教育費の完全無償化を導入している。また、幼児期から義務教育期

までの一貫した食育を推進すると共に、平成２５年４月からはこども園から

中学校までの全児童・生徒の給食費完全無償化を実施する等子育て支援を強

力に推進している。 

 

高野町の人口・世帯数の推移（国勢調査） 
年 合計 男 女 世帯数 

 

昭和３年 
高野 7,542 4,285 3,257 1,493 
富貴 2,361 1,209 1,152 503 
計 9,903 5,494 4,409 1,996 

 

昭和３０年 
高野 7,481 3,931 3,550 1,585 
富貴 2,721 1,359 1,362 557 
計 10,202 5,290 4,912 2,142 

産業が７６．０％であり、３次産業が主産業となるまちという特性がある。 

 

～ 略 ～ 

 

また、過疎化、少子高齢化は一向に改善せず、高齢化率は３６％     

         と超高齢化となっている。また、年間出生数も、最近で

は１年間に１０～２０人程度といった推移を示しており、就学前児童が   

     町全体の人口の２．４６％となって深刻な少子化が進んでおり、

町の主要課題となっている。そのため、平成１７年３月に「高野町次世代育

成支援行動計画」を策定し、子育て相談・支援等に取り組んでいる。 

また、平成１９年４月からは、本町独自の「保育料軽減制度」を創設し、

子育て支援を強力に推進している。 

この制度は、保育所児と同一世帯に、満１８歳以下の兄弟がいる場合、当

該保育所児が第２子である場合は徴収基準額（保育料）の２分の１の額とし、

第３子以降である場合は保育料を無料とする制度である。 

 

高野町の人口・世帯数の推移（国勢調査） 
年 合計 男 女 世帯数 

 

昭和３年 
高野 7,542 4,285 3,257 1,493 
富貴 2,361 1,209 1,152 503 
計 9,903 5,494 4,409 1,996 

 

昭和３０年 
高野 7,481 3,931 3,550 1,585 
富貴 2,721 1,359 1,362 557 
計 10,202 5,290 4,912 2,142 



昭和４０年 9,106 4,711 4,395 2,135 
昭和５０年 7,604 3,903 3,701 2,135 
昭和６０年 7,054 3,853 3,201 2,299 
平成２年 6,611 3,646 2,965 2,568 
平成７年 6,386 3,536 2,850 2,780 

平成１２年 5,355 2,838 2,517 2,184 
平成１７年 4,631 2,413 2,218 1,876 
平成２２年 3,797 1,837 1,960 1,888 
平成２７年 3,255 1,576 1,679 1,720 
令和２年 2,868 1,380 1,488 1,589 
令和６年 2,641 1,292 1,349 1,526 

 

大字別の人口数 

大字名 住民基本台帳人口 

高野山 2,010 
西郷 34 
細川 73 

花坂 122 
湯川 6 
相の浦 12 
大滝 7 
西ヶ峰 3 
林 8 

昭和４０年 9,106 4,711 4,395 2,135 
昭和５０年 7,604 3,903 3,701 2,135 
昭和６０年 7,054 3,853 3,201 2,299 
平成２年 6,611 3,646 2,965 2,568 
平成７年 6,386 3,536 2,850 2,780 

平成１２年 5,355 2,838 2,517 2,184 
平成１７年 4,631 2,413 2,218 1,876 

                                                              

                                                                 

                                                                 

                                                                 

 

大字別の人口数 

大字名 住民基本台帳人口 

高野山 2,944 
西郷 66 
細川 149 

花坂 181 
湯川 34 
相の浦 26 
大滝 16 
西が峰 6 
林 15 



南 6 
平原 1 
樫原 1 
東又 0 
杖ヶ薮 8 
東富貴 192 
西富貴 107 
上筒香 31 
中筒香 7 
下筒香 13 
計 2,641 

令和 6年 3月末時点 

 

町内に２ヶ所ある公立保育所のうち、少子化の影響で高野町立富貴保育所

（以下「富貴保育所」という。）については平成２２年３月３１日から休所中

である。 

なお、高野山保育所については少子化の影響や多様な家庭環境にある子育

て家庭を支援することを目的とし、公立保育所型認定こども園である高野町

立高野山こども園（以下「こども園」という。）に平成２６年４月に移行し、

延長保育や預かり保育の実施など保育サービスの充実に努めている。 

 

 

 

南 21 
平原 2 
樫原 4 
東又 4 
杖が薮 12 
東富貴 370 
西富貴 222 
上筒香 57 
中筒香 31 
下筒香 24 
計 4,184 

               

 

町内に３ヶ所ある公立保育所のうち、少子化の影響で 2ヵ所については児

童数が定員の半分以下で、残りの 1ヶ所も休所中という状態である。 

また、その他、就学前の児童が通う施設である私立高野山幼稚園も、少子

化の影響による園児不足は幼稚園の経営事態にも暗い影を落としている。 

幼稚園・保育所の一元化も検討しているところであるが、「認定こども園」

とするか、「保育所への吸収」を行うか、公立と私立の一元化という難しい課

題のため、現在方向性を模索している。 

 

 

 



 

高野町立保育所の現状（令和６年４月現在） 
保育所名 定員 入所児数 職員数 調理員数 運転手数 

高野山こども園（2号・3号認定） 82名（72名） ３６名 １３名 ０名 ０名 
富貴保育所（休所中） ０名 ０名 ０名 ０名 ０名 
                                      

計 82名（72名） ３６名 １３名 ０名 ０名 
本町の学校給食については、高野山地区の高野町立高野山学校給食センタ

ー（以下「給食センター」という。）があり、給食センターより公立の小・中

学校に学校給食を配送している。 

学校給食センターの現状 
名 称 対象学校名 児童生徒数 教職員数 調理員数 計 備考 １食単価 

町立高野山学校

給食センター 
高野山小学校 74 15 0 89 週５日 

米飯

月１日 

パン 

320円 

花坂小学校 7 3 0 10 320円 

富貴小学校 8 3 0 11 320円 

高野山中学校 48 12 0 60 350円 

センター   6（別に栄養
士1名） 

 

7 350円 

                      

                            

  

   

                       

                       

                      

 合計 137 33 7 177   

 

高野町立保育所の現状（平成１９年４月現在） 
保育所名 定員 入所児数 保育士数 調理員数 運転手数 

高野山保育所 ９０名 ４０名 ６名 ２名 ３名 
富貴保育所    ３０名 ５名 ２名 １名 ０名 
花坂へき地保育所

 
３０名 ０名 ０名 ０名 ０名 

計 １５０名 ４５名 ８名 ３名 ３名 
本町の学校給食については、高野山と富貴の２施設の学校給食共同調理場

があり、各調理場より公立の小・中学校に学校給食を配送している。 

 

学校給食センターの現状 
名 称 対象学校

 

児童生徒数 教職員数 調理員数 計 備考 １食単価 

町立高野山学校

給食センター 
高野山小学校 100 10 1 111 週3日 

米飯 

週2日 

パン 

250 円 

花坂小学校 11 6  17 250 円 

      

高野山中学校 65 13 4 82 280 円 

センター   8（別に栄養
士１） 

４ 280 円 

小計 176 29 13 218   

町立富貴学校給

食センター 
富貴小学校 12 6 3 21 週５日 

米飯 

250 円 

富貴中学校 7 6 1 14 280 円 

センター   3 3 280 円 

小計 19 12 7 38   

 合計 195 41 20 256   



５ 構造改革特別区域計画の意義 

 

～ 略 ～ 

 

このような状況のなか、こども園は給食や捕食を給食センターから    

      搬入することにより、効率的な提供ができ、経費の削減に繋が

っている。また、      こども園、小学校、中学校と一貫した給食の

提供が可能となり、町全体の食育の推進を図っている。 

学校給食の管理栄養士（県教育委員会職員）とこども園の管理栄養士（給

食センター職員）が協力してこども園、小学校、中学校の０歳から１５歳ま

で、同一食材を用いたバランスのとれた献立を作成することにより、町の子

ども達の発達段階に応じた給食を提供している。 

また、給食センターにおいて、食材を一括して購入することにより、地産

地消を推進し、地元農家の葉物野菜や、米等の地元の農産物を積極的に導入

している。 

 

６ 構造改革特別区域計画の目標 

町立のこども園、小学校、中学校の給食に関し、共同調理方式で一括調理

し、搬入するものであり、この事業をすることにより、次のとおり目標を設

定し、その推進を図る。 

（１）安全かつ質の高い給食を、地域の食材を活用して安定的に提供する。 

（２）園児・児童の発育・発達段階に応じた対応や、アレルギー      

を持つ園児・児童への対応など、給食に関し多様なニーズに対応する。 

 

～ 略 ～ 

５ 構造改革特別区域計画の意義 

 

～ 略 ～ 

 

このような状況のなか、２保育所で行う給食について共同調理方式を活用

し各保育所に搬入することにより、効率的な提供ができ、経費の削減につな

がることが期待されるとともに、保育所、小学校、中学校と一貫した給食の

提供が可能となり、町全体の食育の推進を図ることができると期待される。 

一つのセンターで、                   栄養士   

            が保育所、小学校、中学校と、１歳から１５歳ま

で、        バランスのとれた献立を作成することにより、町の子

ども達の発達段階に応じた給食が提供できる。 

また、  センターにおいて、食材を一括して購入することにより、地産

地消を推進し、地元農家の葉物野菜や、果物栽培をより普及させることが可

能となる。 

 

６ 構造改革特別区域計画の目標 

町立の保育所 、小学校、中学校の給食に関し、共同調理方式で一括調理

し、搬入するものであり、この事業をすることにより、次のとおり目標を設

定し、その推進をはかる。 

（１）安全かつ質の高い給食を、地域の食材を活用して安定的に提供する。 

（２）   児童の発育・発達段階に応じた対応や、アレルギーやアトピー

を持つ   児童への対応など、給食に関し多様なニーズに対応する。 

～ 略 ～ 

 



７ 構造改革特別地域計画の実施が構造改革特別区域に及ぼす経済的社会

的効果 

 

～ 略 ～ 

 

（４）保育サービスの充実 

調理業務の集約化による、こども園運営経費の削減等の合理化をはか

ることにより、新たな保育ニーズや地域子育て支援に充てる。 

 

～ 略 ～ 

 

９ 構造改革特別区域において実施し又はその実施を促進しようとする特

定事業に関連する事業その他の構造改革特別区域の実施に関し地方公

共団体が必要と認める事業 

・こども園と小・中学校における一貫食育の実施 

乳幼児期から中学校まで一貫した食育を進めるため、学校教育と児童福

祉（こども園）及び給食センターの関係者、保護者で構成する学校給食運

営協議会において協議する。 

 

 

～ 略 ～ 

 

７ 構造改革特別地域計画の実施が構造改革特別区域に及ぼす経済的社会

的効果 

 

～ 略 ～ 

 

（４）保育サービスの充実 

調理業務の集約化による、保育所 運営経費の削減等の合理化をはか

ることにより、新たな保育ニーズや地域子育て支援に充てる。 

 

～ 略 ～ 

 

９ 構造改革特別区域において実施し又はその実施を促進しようとする特

定事業に関連する事業その他の構造改革特別区域に実施に関し地方公

共団体が必要と認める事業 

・保育所 と小・中学校における一貫食育の実施 

乳幼児期から中学校まで一貫した食育を進めるため、学校教育と児童福

祉（保育所 ）        の関係者が協議し食育プログラムを作成

する。また、保育所の保育士・調理員と学校給食センターの栄養士・調理

員が食育プログラムによる献立を作成する。 

 

～ 略 ～ 

 

 



構造改革特別区域計画書 別紙 新旧対照表 

新 旧 

別紙 

１ 特定事業の名称 

 

～ 略 ～ 

 

２ 当該規制の特例措置の適用を受けようとする者 

高野町立高野山こども園 

高野町立富貴保育所（休所中） 

 

～ 略 ～ 

 

４ 特定事業の内容 

① 給食センターで調理された給食を同一敷地内のこども園へ搬入する。

また、午前１０時と午後３時の補食においても給食センターで調理した

ものを搬入し、土曜日や長期休業中についても、給食センターから同様

に搬入する。 

② 富貴保育所は、休所中であり運用を行っていない。 

 

 

 

 

 

別紙 

１ 特定事業の名称 

 

～ 略 ～ 

 

２ 当該規制の特例措置の適用を受けようとする者 

高野町立高野山保育所 

高野町立富貴保育所         

 

～ 略 ～ 

 

４ 特定事業の内容 

① 高野町立高野山保育所調理室で行っている調理業務のうち給食業務

を高野町立高野山学校給食センターからの外部搬入に変更する。高野山

保育所の調理室は高野山学校給食センターに隣接した位置にあり、給食

の配送に関する所要時間は約１分である。 

② 高野町立富貴保育所調理室で行っている調理業務のうち給食業務を

高野町立富貴学校給食センターからの外部搬入方式に変更する。富貴保

育所調理室は富貴学校給食センターから道のりで約２５０ｍの位置に

あり、給食の配送に関する所要時間は約２分である。 

上記両施設とも、午前１０時と午後３時のおやつ、土曜日の調理及び

学校給食センターから搬入される給食の配膳は保育所の調理員が保育



 

 

 

 

５ 当該規制の特例措置の内容 

  給食センターからこども園への給食の搬入を実施するにあたり、平

成１６年３月２９日雇児発第０３２９００２号により構造改革特別区域

における「公立保育所における給食の外部搬入方式の容認事業」の「２留

意事項」について、及び平成１０年２月１８日児発第８６号「保育所にお

ける調理業務の委託について」を遵守し、具体的には次の措置をとる。 

給食施設の面積及び内容 

 高野山こども園 富貴保育所 

調理室面積 9.90㎡ 13.22㎡ 

主な設備 調理台 １ １ 

配膳台 ５ １ 

１槽シンク １  

２槽シンク  １ 

冷凍冷蔵庫 １ １ 

原材料用冷蔵庫  １ 

ガス台  １ 

食器乾燥機 １  

電磁調理器IHコンロ １  

電子レンジ １  

 

所にある調理室で行う。長期休業中については、学校給食センターが稼

動していないため、学校給食センターより調理員を派遣し、保育所調理

室において調理業務を行う。 

 

５ 当該規制の特例措置の内容 

学校給食センターから保育所 への給食の搬入を実施するにあたり、平

成１６年３月２９日雇児発第０３２９００２号により構造改革特別区域

における「公立保育所における給食の外部搬入方式の容認事業」の「２留

意事項」について、及び平成１０年２月１８日児発第８６号「保育所にお

ける調理業務の委託について」を遵守し、具体的には次の措置をとる。 

給食施設の面積及び内容 

 高野山保育所 富貴保育所 

調理室面積 ３３.９８㎡ １３.２２㎡ 

主な設備 調理台 １ １ 
配膳台 １ １ 
１槽シンク ３  
２槽シンク  １ 
ガスグリル   
冷凍冷蔵庫 １ １ 
原材料用冷蔵庫 １ １ 
冷蔵庫   
ガス台 １ １ 

                                  

                                  

                                  

 



 

 高野山学校給食センター 

調理室面積 177.98㎡ 
主な設備 調理台 １ 

配膳台 １ 
１槽シンク １ 
２槽シンク ２ 
冷凍冷蔵庫 ３ 
原材料用冷蔵庫 １ 
ガステーブル １ 
回転釜 ２ 
食器消毒保管庫 ２ 
食器洗浄器 ２ 
真空冷却機 １ 
デリカフライヤー １ 
スチームコンベクションオーブン １ 

 

① こども園の配膳室は調理室を兼ねており、冷凍冷蔵庫、IH コンロ、電子

レンジ、配膳台を備えており、加熱、保存、配膳等のために必要な調理機能

を有している。                            

 また、富貴保育所の調理室も同様に冷凍冷蔵庫、ガス台、配膳台を備えて

おり加熱、保存、配膳等のために必要な調理機能を有している。 

 

 

 

 高野山学校給食センター 富貴学校給食センター 

調理室面積 １４１.００㎡ ８５．００㎡ 
主な設備 調理台 １ ２ 

配膳台 １ ２ 
１槽シンク  １ 
２槽シンク ２ １ 
冷凍冷蔵庫 ３ １ 
原材料用冷蔵庫 １ ２ 
ガステーブル １ １ 
回転釜 ２ ２ 
食器消毒保管庫 ２ １ 
食器洗浄器 ２ １ 

                                  

                                  

                                  

 

① 高野山保育所には専用調理室が設けられ、昭和５３年度に建設し、昭和５

４年４月１日より稼動している。明るく清潔であり、面積は３３.９８㎡で、

給食検食保存用専用冷凍庫を設備し、過熱設備としてガステーブル、回転釜、

オーブン、保存用として、冷凍冷蔵庫、冷蔵庫、給食配膳のための配膳台・

カートがあり、食器消毒保管庫とともに各種調理器具等が揃っているため、

再加熱・保存・配膳等は可能である。富貴保育所についても、高野山保育所

と同じである。 



 

一方、搬入元である給食センターの                   

     調理室面積は１７７．９８㎡あり配膳用器具、調理用器具、保存

用器具及び衛生管理用の機器を完備し調理・配膳に必要なスペースを有して

いる。 

 

 

② こども園では、食物アレルギーについて               

      入所前に記入していただく個人生活調査票をもとにして保護

者から聞き取り調査を行い、該当児童の発生に対しては、遺漏のないよう取

り組み的確な把握を行う。 

食物アレルギー児が確認された場合は、かかりつけ医による診断や家庭で

の除去食や代替食の状況を的確に把握する。 

その後、栄養士の指導のもと共通認識を行い、必要な栄養量が供給できる

よう献立を立てる。特に食物アレルギー児童については、アレルギー物質に

より生死にかかわることになるので、きめ細かな対応が必要となることを、

栄養士、調理員、保育士、搬送職員 等共通認識の徹底を図るため、毎月関

係者による給食会議を開催している。保育士または看護職員は、連絡帳等で

アレルギー対応について、    保護者と緊密な連絡により、保護者の不

安を取り除くよう努める。 

アレルギー対応食は、学校給食センターで調理し別容器で搬送し、    

 こども園職員が確認を行い提供していく。 

体調不良児については、保護者等との連絡により体調確認を行い、現在と

同様、園児の体調にあわせた給食を提供する。 

③ 給食センターでは、園児用の    調理器具を揃え、学校給食と別ラ

 

一方、搬入元である高野山学校給食センターは昭和４５年１０月１日より

稼動している。調理室の面積は１４１㎡あり配膳用器具、調理用器具、保存

用器具及び衛生管理用の機器を完備し調理・配膳に必要なスペースを有して

いる。富貴学校給食センターは昭和３８年５月１日より稼動している。調理

室の面積は８５㎡で、高野山学校給食センターと同様、各種器具類及び調理・

配膳に必要なスペースを有している。 

  両保育所には現在及び在所予定の児童に食物アレルギーに該当する児

童がいないが、入所前に記入していただく個人生活調査票をもとにして保護

者から聞き取り調査を行い、該当児童の発生に対しては、遺漏のないよう取

り組み的確な把握を行う。 

食物アレルギー児が確認された場合は、かかりつけ医に受診状況や家庭で

の除去食や代替食の状況を的確に把握する。 

その後、栄養士の指導のもと共通認識を行い、必要な栄養量が供給できる

よう献立を立てる。特に食物アレルギー児童については、アレルギー物質に

より生死にかかわることになるので、きめ細かな対応が必要となることを、

栄養士、調理員、保育士、搬送運転手等共通認識の再確認を徹底する。     

                 保育士       は、連絡帳等で

アレルギー対応食の給食の状況を、保護者と緊密な連絡をとり、保護者の不

安を取り除き、家庭と連携を取り合う。 

アレルギー対応食は、学校給食センターで調理し別容器で搬送し、受け手

の保育所調理員が確認を行い提供していく。 

体調不良児については、保護者等との連絡により体調確認を行い、現在と

同様、児童の体調にあわせた給食をして提供する。 

  食事の内容は、就学前児童については調理器具を揃え、学校給食と別ラ



インで調理を行い栄養士の指導のもと年齢に応じて、味付け・硬さ・大きさ

を工夫し、量を調整し、学校給食と同一食材       とする。 

                                  

                                  

離乳食については、園児の月齢、発育状況に応じ、給食センターのこども

園担当職員管理栄養士が保護者と面談の上メニューを決定し提供する。 

④ 園児の補食についても給食センターでこども園担当職員が調理を行う。

食事の回数・時期については、                   ３

歳未満児については、昼食１回＋補食（午前午後各１回）、３歳以上児につい

ては、昼食１回・補食（午後１回）を提供する。 

また、延長保育等の多様な保育に対応できるよう体制を整えていく。 

 

 

 

 

⑤ 教育委員会は、給食センター調理員の健康診断、毎月の検便を行い、その 

検便等の実施状況・結果の確認を行い、調理員の健康管理を行っている。 

                                   

           

また、                               

                                   

給食の                 外部搬入を行う場合の衛生基

準については、「保護施設等における調理業務の委託について（昭和６２年３

月９日社設第３８号）」において準拠される「病院、診療所等の業務委託につ

いて（平成５年２月１５日指第１４号）」の第４の２の規定を遵守する。 

インで調理を行い栄養士の指導のもと年齢に応じて、味付け・硬さ・大きさ

を工夫し、量を調整し、学校給食と同一食材による同一献立とする。 

３歳未満児については、きざみ方を、食べやすく飲み込みやすい工夫を行

い、給食センターで調理した給食を提供する。 

離乳食については、児童の月齢、発育状況に応じ、給食センターの保育所 

 担当調理員が給食を提供する。 

② 児童のおやつは    保育所調理室で保育所調理員が    行う。 

食事の回数・時期については、保育所で行われている給食、おやつ同様、３

歳未満児については、昼食１回＋おやつ午前午後各１回、３歳以上児につい

ては、昼食１回＋おやつ午後１回を提供し、保育サービスが低下させないよ

うにする。現在、延長保育等は行っておらず、長時間在所する児童はいない

状況である。高野町次世代育成支援行動計画のニーズ調査の結果から、保護

者の希望する保育所開所時間内に賄えているものの、今後の社会情勢や就労

状況を鑑み、長時間在所する児童については、保育所調理室において調理を

行う体制を整えていく必要がある。 

③ 教育委員会は、給食センター調理員の健康診断、毎月の検便を行い、その

検便等の実施状況・結果の確認を行っている。今後は検便の実施状況等につ

いて、教育委員会を経由して保育所にも報告を行い、調理員の健康管理充分

な配慮を行っていく。 

 また、２保育所とも、保険衛生面・栄養面においても、毎年行われている

保健所の指導監査の指導・助言に従い改善を行い、適正に運用していく。 

給食の運搬については、社会福祉施設において外部搬入を行う場合の衛生基

準に    「保護施設等における調理業務の委託について（昭和６２年３

月９日社設第３８号）」において準拠される「病院、診療所等の業務委託につ

いて（平成５年２月１５日指第１４号）」の第４の２の規定を遵守する。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ こども園の集団生活のなかで豊かな食の体験を積み重ねていくことによ

り、生涯にわたって健康でいきいきした生活を送るための自己管理能力を育

む「食育」を一貫した指導を行う。 

また、季節に応じた地元の食材による給食により、地産地消を推進し、地

域経済の活性化をはかる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 特例措置による公立保育所における給食の外部搬入については、保育所

と搬入元との委託内容の契約書を締結することが原則であるが、本町の場

合、搬入元の２学校給食センターも搬入先の２公立保育所と同様、設置者が

町長であるので、契約という行為が馴染まないと思われるため、搬入先であ

る高野山保育所長は外部搬入する高野山学校給食センター長と、また、富貴

保育所長は富貴学校給食センター長と覚書を交換し、委託内容を明確にして

基準を遵守する予定である。 

⑤ 乳幼児期からの発育・発達段階に応じた適正な栄養素量を確保するため、

給食センターの栄養士主任調理員、保育所の主任調理員、主任保育士等から

なる献立委員会を結成し、必要な栄養素量の献立を検討する。 

  保育所 の集団生活のなかで豊かな食の体験を積み重ねていくことによ

り、生涯にわたって健康でいきいきした生活を送るための自己管理能力を育

む「食育」を一貫した指導を行う。 

また、季節に応じた地元の食材による給食により、地産地消を推進し、地

域経済の活性化をはかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【高野山学校給食センター】 

  ◎高野山こども園 

  ・給食 

   １０時３０分 調理完了 

    １０時５３分 給食センター出発 

    １０時５５分 こども園搬入 同園内配膳室へ 

    １１時００分 喫食開始 

    １２時３０分 喫食終了 

    １３時３０分 以降 食器回収 

・補食（午前） 

   ９時５０分 調理完了 

９時５３分 給食センター出発 

９時５５分 こども園搬入 同園内配膳室へ 

１０時００分 補食開始 

１０時１５分 補食終了 

１１時００分 以降 食器回収 

・補食（午後） 

１４時３０分 調理完了 

１４時５３分 給食センター出発 

１４時５５分 こども園搬入 同園内配膳室へ 

１５時００分 補食開始 

１５時１５分 補食終了 

１６時００分 以降 食器回収 

 

【高野山学校給食センター】 

  午前１１時２０分 給食センター発 

  １１時２１分 高野山保育所配送 

         コンテナで受け取り 

         調理室へ 

  １１時３０分 高野山小学校配送 

  １１時５０分 高野山中学校配送 

  １３時００分以降 食器回収 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【富貴学校給食センター】 

現在運用は行っていない。 

【富貴学校給食センター】 

午前１１時２０分 給食センター発 

 １１時２２分 高野山保育所配送 

コンテナで受け取り            

調理室へ 

    １１時５０分 富貴中学校 

         富貴小学校 

 （富貴小・中は給食当番がセンターへ給食を取りに行く） 

１３時００分以降食器回収 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




